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す ぐれた制菌力恒示 しても実際に動物に投与 し
て検討 した場合,強い毒性 (急性 ･慢性)や著
しい副作用を示す場合があり,又動物によって








































































































1ml用の ツベル ク リン注射 器にマ ウス用ゾ ン
デを装着 し胃内に強制的 に確実 に所定量の薬液
を注入 した｡
2) 観察方法




Litchfield& Wilcoxon氏法1)を使 用 した0
2. 実験成績 (表 2)
経 口投 与によ る 1314Thの LD5｡は 850mg/kg
(766-944mg/kg)であ る｡危険率 0.05｡
尚,対照薬剤 と して同時 に行 な った INH の
LD50は 270mg/kg であ ったO


































































これに先にあらか じめ調製 しておい た 結 核 菌
H37Rv株浮瀞液を各々1滴づつ滴下 し, ガラ
スキャップを施 し 37oC の僻卵器内 に納 め,
式
培地血清濃度 匡 清
量 : 使 用 原 液 及 び 量 計
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検討 した｡投与量は INH 2mg/kg,1314Th は
20mg/kgで,大 々経rl投与 した｡
その成績が図 1であって,1314ThはINHの
10倍量を投与 して も INH よりやや劣る効果を
示すにとどまった｡
2) 実 験 2
人体を用いて 1314Th(未又は腸溶錠)250mg
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図 3 人体に対する 1314Thの血中制菌力持続時間の検討
1314Th250mg末 1回経口投与
90%血清加キルヒナ-培地
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1) 実 験 1
INH を対照薬剤 として 1314Th,KM,CS,の
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果がとぼ しいが, 1314Th-CS 2者併用療法で
も特に併用効果は認められなかった｡














































量とり滅菌硝子玉入 り小川氏肉厚丸底 コルベ ン
に入れ手振 り法 にて 1mg/mlの結核菌生理的食






前述 の感作接種により R6mer反応が陽転 し
ていることを確かめた実験海ち冥の右眼前房内に
H37Rv株の生理的食塩水淫薪液 0.05ml(商量









前眼部に徐 々に進展 して くる結核病変の観察
にあたっては,内藤式手持角膜細隙灯にて詳細
に行なった｡ 所見の記録に当っては,教室の神








接種後病変が 3-3.5度に達 した時 (大体 1過
表 7 前 眼 部 結 核 性 病 変 指 数 (神頭)18)
＼ ＼､病
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註 :-:所見なし ≠ :中等度の病変
÷ :極めて軽度の病変 冊 :高度の病変
-1:軽度の病変 冊 :極めて高度の病変
- 2 10 -
表 8 実 験 群 の 編 成
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表 9 前 眼 部 結 核 病 変 指 数 の 経 過 (各群平均)
治 療 期 間
実験矧 治 療 の 揮 類
: 1治療前 jflR還嵩
i-1 lTl=姦 音 喜.i享
3.5 1 3.5 3.8
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19.0 ; + 0.7
19.3 + 0.9
リ ン パ 腺
Ii.:･'.Ji･'.JL'.･:古√l-鼠蛸左･l山喜･;-,l三山とぢ
15.5 ± 1.0 ±
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表 8に示 した如 く 1314Thlong/kg毎 日経
口投与を含む 6群を編成 した｡各群別の病変指
数値を示 したものが表 9及び図 6である｡この


















1314Thの LD50は Rist2) ら,戸田3) らによ
ると大体 1000mg/kgであって急性毒性は INH
の約 1/5であるとい う｡著者 はdd系マウスを
用い LitchfieldandWilcoxon民法1)によって
昭40.3
LD50 を計算 し 850mg/kg という値を得た｡
さて,化学療法剤の性能を検索する一つの手
段として薬剤投与時の血中制薗作用の検討があ





て試験管内実験 と動物実験との間をい く実験 と
いえるのである｡
まず 1314Thの血中濃度についての文献をみ
ると Rist5) は, 1314Th1.Og投与の場合 3,
6日僻 目で夫々 20,10ry/mlであり,0.5g投与で






は 500mg投与の場合 2,4,6時間に平均 2.5,
3･6,2･5γ/mlを示 したとのべ小森9'は 500mg錠





兎を用いた実験では INH 2mg/kg (経口) と
1314Th20mg/kg(経口) との血中制菌力を比
較 してみると 1314Thは INHの10倍量投与 し
てみて も INH よりやや劣る成績であった｡又











































































































とほぼ等 しい治療効果を示 した｡ 又,1314Th
loワ/g 毎日経口投与と KM 407/g週 2回皮下







CS及び KM の治療効果をみたが, これらの
薬剤の単独療法よりは併用療法 殊に1314Th-
CS-KM の 3者併用療法が一番す ぐれた治療効
果を示 した｡
(潤筆に臨み始終御指導を頂きました前川暢夫助教
撹,吉田敏郎博士,津久間俊次博士をはじめ当研究室
の各位に深謝いたします｡)
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